平成２３年度第５回印旛地区地域審議会　会議録

１　開催日時　　平成２３年４月２７日（水）午後２時３０分～４時３０分
２　開催場所　　印西市役所　印旛支所２階会議室
３　出 席 者　　前田完一会長、石月昇一副会長、星弘光委員、根本一夫委員、小松光美委員、
　狩野廣委員、片倉恵美子委員、吉野康夫委員、
４　欠 席 者　　大野忠寄委員、齋藤誠一委員

５　事 務 局　　企画財政部　中澤部長
企画政策課　鈴木課長、鈴木副主幹、富澤主査補、海老原主査補
６　傍 聴 者　　なし
７　議　　題　　（１）基本構想（素案）について
　　　　　　　　（２）基本計画の策定について
　　　　　　　　（３）その他
８　議　　事

事 務 局　　只今から、第５回印旛地区地域審議会を開会いたします。

最初に、本日の出席委員数ですが、１０名中８名のご出席をいただいております。従いまして、地域審議会の設置に関する協議書第８条第４項の規定により、定足数に達しており、本日の会議が成立しましたことをご報告いたします。　

また、本日の会議につきましては、印西市市民参加条例第１１条第４項及び市民参加条例施行規則１１条第１項の規定により、公開といたしますので、ご了承をお願いいたします。

なお、本日の会議につきましては、傍聴者はおりませんことをご報告いたします。

本日の会議の会議録の署名委員につきましては、名簿順によりまして、石月昇一委員と星弘光委員の２名にお願いいたします。

ここで、前田会長にご挨拶をお願いいたします。

前田会長　　（挨拶）
事 務 局　　ありがとうございました。
続きまして、中澤企画財政部長よりご挨拶を申し上げます。

中澤部長　　（挨拶）
事 務 局　　それではここで、４月の人事異動に伴いまして、職員の入れ替えがございましたことから、事務局職員の紹介をさせていただきます。

　　　　　　（事務局職員の紹介）

事 務 局　　それでは、会議次第に従いまして議事に入らせていただきます。
地域審議会の設置に係る協議書第５条の規定によりまして、会議の議長を前田会長にお願いいたします。
議　　長　　しばらくの間、議長を務めさせていただきます。
それでは、会議次第３議事の（１）基本構想の素案について、事務局より説明をお願いします。

事 務 局　　（説明）
議　　長　　事務局の説明が終わりました。これから質疑ということですが、ご意見、ご質問等のある方は挙手でお願いいたします。石月委員、如何ですか。
石月委員　　急に言われても整理がつかないです。
議　　長　　基本構想の中でいろんな問題をジャンルで決めておりますので、その辺で皆様がどうしても言っておきたいこと、あるいは質問したいことがあればと思います。
吉野委員　　今回、大震災がありまして、事務局で地震が起きた後、基本構想に関してこう変えていこうかというような協議はありましたか。
事 務 局　　東日本大震災では、本市においても甚大な被害があり、これまで災害対策本部を設置して対応してまいりました。そのような中、序論、基本構想ともかなり話を進めてまいりましたが、今一度災害というのを視点に入れて見直してみようということで修正をさせていただいた部分が幾つかございます。今後策定していく基本計画においても、その辺の視点を踏まえながら色々な検討や対応の充実を図っていきたいと考えております。

星　委員　　基本構想は、すばらしい内容になったと感じておりますが、災害に対してはこれからどういう形で進めていくのか。災害の時は、地元の業者、地元の商工業者が、一番力になるということで、国では、仕事の発注にはＡ、Ｂ、Ｃのクラスがありますが、緊急時はそのラインを取ってしまって、近くの業者に至急対応してもらうような発注の仕方をするということで、県も同じように動いているという記事を新聞で読みましたが、市としては、災害発生時の対処として、その辺はどのように考えられているのか。
事 務 局　　先ほど、吉野委員からも災害関係の話が出ましたが、市としても、震災における対応では色々と考えさせられるところがありました。そのような中で、基本構想６頁の基本目標１<生活環境>の説明文の中で、地域コミュニティの話から、災害や大規模地震、異常気象という内容を記載させていただいております。また、基本構想の１０頁を見ますと、政策３‐②〔商工業振興・企業誘致〕の説明文の下から３行目に強固な地盤と記載しておりますが、千葉ニュータウンは地盤が大変良く、岩盤が強いので、千葉ニュータウン中央駅の周辺などは、電算センターなどの高層ビルが建っております。また、序論の２５頁を見ていただきますと、まちづくりの視点として、立地優位性と地域資源の活用という中で、地震による被災リスクが低いという内容を記載しております。これは市の企業立地の案内の中で、千葉ニュータウンの強固な地盤をＰＲしているもので、中央防災会議におけるプレート関係の研究により、岩盤が強いという結果が出ております。只今、防災の関係で地元企業とどうやっていくのかというご質問がありました。合併したばかりで、これまで新市としての地域防災計画がまとまっていない状況でしたが、この震災を踏まえて作り直すことになりましたので、今年度と来年度で２年程かかる話ですが、その辺を踏まえまして、しっかりとした地域防災計画を策定してまいります。
石月委員　　先ほど会長から、安全なまちづくりのためには、ボランティア活動などが必要になってくるだろうというお話がありましたが、ボランティア団体の状況等について、市ではどこまで把握しているのですか。
事 務 局　　ボランティアというのは、災害関係のボランティアという意味ですか。
石月委員　　いや、それだけとは限らないと思うのですが。
事 務 局　　はっきり把握しておりませんが、震災時に企業が集まって協力していただく体制はとっております。
議　　長　　市でボランティア活動をしている方は多く、また、学生がサークル活動でボランティアを立ち上げているところもあります。そういう方達に手伝ってもらうということもあるのではないかと思います。他に如何ですか。
小松委員　　印旛中央地区の開発事業が凍結されているという話を伺っているのですが、どうなっているのですか。それと、いにはの地区にあるランドロームが、震災のために撤退するということで、ずっと住み続けたいと思っている方がたくさんいる中で、日常生活の基盤である食料品店が撤退するというのは、住民にとって大打撃です。
議　　長　　事務局、如何ですか。

事 務 局　　印旛中央地区につきましては、都市建設部の事業でして、決して凍結をしているわけではございません。都市整備課の中に班を置いて、印旛中央地区の推進を行っておりますが、実際に土地区画整理事業となりますと、開発事業者が決まらないとなかなか進まないというところがございまして、その事業者を見つけているところだと聞いております。色々な手法を模索している状況であることをご理解いただきたいと思います。また、いには野のランドロームの件につきましては、市としても急に情報が入ったもので、現在、状況を確認している段階です。
小松委員　　５月８日に閉店するとのことで、本当に切羽詰まっています。
石月委員　　撤退する場合に、後の業者を決めていかなければならないような条例等はないのですか。
事 務 局　　条例等で、そのような決まりはございません。
議　　長　　印旛中央地区の土地区画整理事業について、わかることをお知らせします。現在、土地区画整理組合の設立準備会をやっています。事業代行する業者が決まりましたら、組合を立ち上げるということで、その時に地権者の同意を求めることとなります。そこで９０％程度の同意があった場合は組合を起こすということで、それから本格的に始まることになります。ですから、業者が決まれば、事業として動き始めるということになるものと思います。その時の売り方として、先ほどお話があった、ここは地盤が強固だから安全だというＰＲもひとつの手法だと思います。
片倉委員　　自然を求めて引っ越してきましたが、開発に伴ってだんだん自然が少なくなってきています。まちが賑やかになるのは良いのですが、例えば里山なども、全てを開発するのではなくて、少し手を加えて観光資源として活用するというのもあると思います。
議　　長　　里山自体が荒れているということですね。
事 務 局　　里山の件につきましては、基本目標１の中で記載しております。基本計画でも里山という文言が数多く出てくるものと思われますが、実際に里山事業をやっていくと、所有者との関係で色々な問題が出てくるようです。ただ、自然環境のひとつとして里山は非常に大切であり、実際にどこまでできるかということに関しては、検討が必要となりますが、基本計画におきましても、そのようなご意見等を踏まえて、策定していきたいと考えております。
片倉委員　　持ち主だけに任せるというのは、ちょっと難しいと思いますね。
事 務 局　　里山をボランティアなどで保全していく中でも、所有者との考え方の相違で、うまく進まなかったりすることもあるようです。
片倉委員　　先ほどのお話で、山林が一番減っているということじゃないですか。
事 務 局　　午前中に開催した本埜地区地域審議会におきましても、基本目標５の都市基盤の中で、色々なインフラ整備の話をさせていただいておりますが、「インフラ整備も非常に大事だが、やはり自然環境を守っていってもらいたい」というご意見がありました。ただ自然だけでいいのか、インフラ整備だけでいいのか、要はバランスだと思います。共に大切という中で、この計画をまとめていきたいと考えております。
議　　長　　よろしいですか。根本委員、何かございますか。
根本委員　　情報技術の進展の中で、今まではＩＴと言っていましたが、今度はＩＣＴとのことで、エネルギー関係はどうなっているのですか。
事 務 局　　エネルギーの件につきましては、基本構想７頁の政策１‐②〔環境保全・廃棄物処理〕で説明しております。以前は自然エネルギーという言葉で示しておりましたが、再生可能エネルギーという言葉に変更させていただきました。エネルギーの関係はこちらで記載させていただいておりまして、先ほどのＩＣＴとは意味合いが異なります。ＩＣＴは、インフォメーション・コミュニケーション・テクノロジーの略で、通信技術（ＩＴ）に、世代や地域を超えて人と人とを結ぶ「コミュニケーション」を含めた用語です。ただ、再生可能エネルギーの普及にあたっては、ＩＣＴの活用が関連してくるものと思われます。
根本委員　　今のところ、焼却場のプール位しか考えられないけどね。
議　　長　　実際にライフスタイルを変えていくというようなことは考えられると思います。
事 務 局　　今回、自然エネルギーから再生可能エネルギーという言葉に変えさせていただきましたが、再生可能エネルギーというのは、石油に代わるエネルギーとして導入が特に必要なものとされており、これには自然エネルギーやリサイクルエネルギーも含まれます。実際どんなことをやっていくのかは、この下の基本計画の中で、市としての取り組みを示していくことになります。
議　　長　　市では焼却場のエネルギーを使っているのですよね。実験的にやっていたとは思うのですが、それについては、先端的な部分があるわけですから、続けてやっていくことが必要かと思います。狩野委員、何かございますか。
狩野委員　　特にありません。基本構想については十分だと思います。
議　　長　　この他にどなたかご意見等ございますか。先ほど事務局から、文言の修正について説明がありましたが、その辺はお任せします。基本構想も固まってきている感じですが、この先どういう形で進めていくのかということで、事務局からご説明願いたいと思います。
事 務 局　　（説明）
議　　長　　事務局の説明が終わりました。ご意見等ございますか。

星　委員　　基本構想が素晴らしいものだというのは、これで良くわかります。ものすごくいいものがいっぱい入っていますが、これが実行され、何年かかってこういう良いまちづくりが発展していくのか、進んでいくのか、その辺が全然見えませんが、どういう形でこれからやっていくのか。そのひとつとして、商工関係の地元の発展はどうするのか。発展しましょうという文章で、農業も同じく、いい文句がたくさん並べてありますが、どのような形で、それを実行に移していくのか。良いものをいっぱいうたっても、行動が起きなければ何もなりません。
事 務 局　　総合計画というのは以前ご説明させていただいたとおり、基本構想、基本計画、一番下に実施計画がございまして、３つの層からなるピラミッド全体で総合計画といっております。今皆様に見ていただいているのは、頂点の部分でございまして、表現的にはかなり大きな方向性を示している表現になっています。逆に言うと全て入っているような表現になっております。後ほど、ご説明をさせていただきますが、今後は、基本計画の議論に移行していく形になります。基本計画というのは、基本構想を実際にどうやっていくのかというのを具体的に示していくようなもの、その下の実施計画については基本計画を踏まえて、実施する事業を検討していくというものでございます。その基本計画の中で、色々お示しさせていただき、ご意見を頂戴できればと考えております。星委員からは、以前も地元業者の育成はどうなっているのか、先ほどの地震の部分もそうでしたが、貴重なご意見等をいただいておりまして、以前から、皆様からいただいたご意見等については、各担当課に投げさせていただくというお話をしておりますが、今後のご意見等につきましても、各課に情報を伝達し、基本計画を策定していく中で、皆様に要所、要所でお示ししながらご意見等をいただいていくというスタイルで進めたいと考えております。
議　　長　　基本構想についてはよろしいですか。先ほど出ました意見等については、事務局のほうで調整をよろしくお願いします。
続きまして、議事の２基本計画の策定について、事務局より説明をお願いします。
事 務 局　　（説明）
議　　長　　事務局の説明が終わりました。ご意見等ございますか。

狩野委員　　基本構想と基本計画を一冊にまとめることに賛成です。見る人が見やすいという点では、一冊にまとめる形が一番良いと思います。その中で、基本計画には、基本構想の中からある程度要約したものを載せるなどの工夫をすると、より見やすくなるのではないかと思います。
事 務 局　　基本構想は９年間ですが、基本計画は第１次が４年間、第２次が５年間の２つに分かれます。うまく冊子ができるようにしていきたいと思います。
議　　長　　記載の仕方で相当変わってくると思いますが、基本構想を載せてそれから基本計画を載せるという形にするのか、それともひとつの三角形みたいな形で、基本構想から分化されたような形で基本計画を載せるのか、やり方としては色々あると思うのですが、その辺はどのように考えているのですか。
事 務 局　　基本構想の５頁に、第３章「政策の大綱」を示しております。基本構想では、左側から順に、将来都市像があり、将来都市像を実現するための目標として、６つの基本目標を掲げております。その６つの基本目標を実現するために、具体的にどのようなことを行っていくのか、それを示したのが、各基本目標につながっている政策です。ここまでが基本構想で、この下に基本計画が策定され、この政策にいくつかの施策がぶら下がり、さらにその施策にいくつかの事業がぶら下がってくるということで、大きな三角形ができるイメージでございます。

議　　長　　その他にご意見等ございますか。まだ何か頭の中が整理されないので、どういう質問をすれば良いのかわからないかもしれませんが。
事 務 局　　基本構想というのは非常に大きなもので、そこから枝を出していったものが基本計画という形です。実際何をやるのかというのが実施計画なので、先ほど星委員から地元業者とか地震のことなどを聞いて、実際に実施計画で何をやるのかが決まらないと、基本計画で困ってしまいます。もちろん一番上の基本構想でいいことを言っていて何だということになってしまうので、我々も産業なら環境経済部と協議を行い、計画を練ってくれ、事業を出してくれということで、色々とアプローチをしていくことになります。ですから先ほどご説明したように、一番上に基本構想があって、次に基本計画があって、一番下に実施計画がある。良い三角形を作っていかないと、この計画がうまく機能していかない。ただ、ご理解をいただきたいのは、ここで夢を入れなければ何も始まらないということ。一番上の計画で、夢も希望もない計画を作ってしまったら、下の計画がうまくついてきません。
石月委員　　基本構想は夢がないといけませんよね。
狩野委員　　絵に描いた餅にならなければいいけど。
事 務 局　　事務局としては、一生懸命良い絵を描こうとしています。これが下におりて各課に行ったときに、これをやろう、あれをやろうと、色々と出てくれば良いのです。皆様もご存じでしょうが、やりたくても財政的にできないとか、色々な理由があってできないこともありますので、それはご勘弁いただくしかないのですが、一生懸命我々も各課にアプローチをしていきますので、今の段階では、夢を皆様と一緒に作っていきたいというところで、ご協力をいただきたいと思います。
議　　長　　基本構想１０頁の政策３－②〔商工業振興・企業誘致〕を見まして、大切な話ですけれども、実質的・感覚的にどう思われますか。
星　委員　　これから細かい部分の案が出てくるのでしょうが、これらすべてが順番にうまくいったら、素晴らしいまちになりますね。
事 務 局　　９年間のうちにどうにか取り組んでいけるように、我々も各課と調整していきます。
片倉委員　　基本計画（たたき台）に、私達の意見も入れていただけるのですか。
事 務 局　　既に作業部会が動いておりまして、皆様にお配りしたその下の施策の部分については、確認作業に入っております。作業部会、市民説明会等を開催させていただく中で、これまで皆様からいただいたご意見等、これは審議会だけではありません。アンケートですとか、合併前に行っていた市民会議ですとか、それらのご意見等を体系別に分け、各作業部会に配布しております。それ以降に出たご意見等につきましても、集約しながら各課に投げていきたいと考えております。
議　　長　　６月１８日に市民説明会とありますが、これについては基本構想の部分のパブコメみたいな形になるのですか。
事 務 局　　６月１８日、１９日、２５日の３日間で市内６か所において市民説明会を開催します。また、６月１１日から３０日にかけてパブリックコメントを実施します。こちらにつきましては、現在、ご審議いただいております基本構想（素案）に対する市民参加手続として実施するものです。なお、基本計画につきましては、まだ固まっていない段階ですので、それは後ほどということで考えております。
議　　長　　ありがとうございます。他に何かありますか。
事 務 局　　皆様のご意見等を、なるべく取り入れるような形で今までも動いておりますし、これからも動いていきたいと思います。ただ、表現の仕方は少し変わるかもしれませんので、そこはご理解いただきたいと思います。

小松委員　　一番初めの自然環境の保全意識の啓発というところで、特に小学校位の子ども達に、ビオトープがとても良いのではないかと思います。市川の学校にビオトープの見学に行ったことがありますが、そこは裏山があって、本当に自然をそのまま活かしながら作られており、すごく素晴らしいものでした。
議　　長　　他にご意見、ご質問等ございますか。無いようであれば、基本計画の策定についてはここまでとし、後は事務局にお願いするということでよろしいですか。それでは議事の３その他ということで、委員の皆様から何かありましたら挙手をお願いしたいと思います。無いようですので、事務局から何かありましたらお願いします。
事 務 局　　先ほどの策定スケジュールについて、洩れてしまったところを補足的にご説明させていただきます。先ほども申し上げました通り、本日の地域審議会、明日の総合計画審議会を開催させていただきました後、５月２４日の議会全員協議会において、基本構想（素案）の説明をさせていただく予定です。それが終了しましたら、６月１１日から３０日までパブリックコメントを行います。また、市民説明会につきましては、６月１８日（土）、１９日（日）、２５（日）の３日間で、千葉ニュータウン中央駅圏、印西牧の原駅圏、印旛日医大駅圏、本埜地区、小林駅圏、木下駅圏、この６つの駅圏で開催する予定でございます。こちらにつきましては、広報や市のホームページで広く募集をかけていきますので、委員の皆様も、お時間がございましたらご参加いただければと思います。なお、先ほど申し上げました通り、そういったご意見等を調整し、８月１日に答申をいただいて、９月に議会上程という運びで進めさせていただきたいと思っております。基本計画につきましても、庁内各課において検討・調整ということで進めさせていただきます。今後は、基本計画の内容等を中心にご審議いただくことになりますので、委員の皆様におかれましては、お忙しいところ誠に恐縮ですが、引き続きよろしくお願いいたします。
議　　長　　ありがとうございます。皆様、今のご説明でお分かりになりましたか。
狩野委員　　次回は何日ですか。
事 務 局　　次回は８月１日の午後ということで予定をさせていただいております。先ほど、ご説明しましたとおり、５月２０日までに構想の答申に対するご意見等がございましたら、ご提出をお願いしたいと思います。それを私共と会長でまとめあげたものを、７月の中旬に皆様に案としてお配りして、それを８月１日に皆様と審議して固めていきたいと考えております。そこで基本構想に区切りをつけて、今後は基本計画に移行していくこととなります。
議　　長　　質問ですが、まちづくりにおいて特区の考え方があり、例えば中国では、税金のないまちにして企業を呼ぶとか、色々なことを考えています。東京都の某区では、子ども達に英語を重点的に教えて、外国人と子ども達が喋れるようになるというすごく個性的なまちづくりを考えているところもあります。印西市も可能性としてはあると思うのですが、そういう特別なことができないものかということで、特区のような考え方を市の中で持っている方はいないのかということで聞いてみました。
事 務 局　　特区に関しましては、今のところ、具体的に市で何かをやるという話は出ておりません。ただ、会長から話があった通り、市の色や夢は、基本構想や基本計画の中に出していきたいと考えております。
議　　長　　ありがとうございました。何かご意見等ありますか。
無いようでしたら、本日の会議を終わりますので、進行を事務局にお返しします。
事 務 局　　ありがとうございました。それでは次第に移りまして、次第の４その他でございます。
委員の皆様から何かございましたら、挙手をお願いいたします。
無いようですので、それでは、事務局から何かありますか。
事 務 局　　２点ほど、ご報告させていただきます。

次回の会議につきましては、８月１日ということで、こちらは追ってご通知をさせていただきます。その他、この後、報酬の支払いをさせていただきますので、よろしくお願いいたします。
事 務 局　只今事務局から、次回の会議と報酬の件の説明がありましたが、何かご質問等ございますか。それでは長時間に渡りありがとうございました。
以上をもちまして、本日の審議会を終了させていただきます。

平成２３年度第５回印旛地区地域審議会の会議録は、事実と相違ないことを承認する。

平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印旛地区地域審議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　　　　　　　　　　　　
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